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行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
「
食
と
地
域
の
交
流
促
進
対
策
交
付
金
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
、
一
週
間
程
度
の
民
泊
付
き
農
山
漁
村
体
験
を
推
進
す
る
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
総
務
省
の
三
省
の
合
同
の
取
り
組
み
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
鳩
山
内
閣
当
時

の
平
成
二
十
二
年
度
予
算
で
は
、
こ
の
う
ち
、
文
部
科
学
省
の
予
算
を
事
業
仕
分
け
に
よ
っ
て
事
業
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決

め
、
国
か
ら
の
支
援
額
は
従
来
の
全
額
補
助
か
ら
三
分
の
一
の
補
助
に
減
っ
た
。
「
子
ど
も
手
当
」
と
い
う
バ
ラ
マ
キ
に
よ

り
、
そ
の
他
の
施
策
を
蔑
ろ
に
し
た
姿
勢
に
つ
い
て
私
が
質
し
た
も
の
の
、
全
く
意
に
介
さ
な
い
旨
の
答
弁
書
が
送
付
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
対
し
、
聊
か
義
憤
を
覚
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
年
六
月
十
四
、
十
五
日
の
両
日
、
現
政
府
は
政
策
の
効
果
を
検
証
す
る
「
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」
で
農
林
水
産
省
を
取
り

上
げ
、
「
食
と
地
域
の
交
流
促
進
対
策
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者
な
ど
を
含
む
仕
分
け
人
か
ら
、
「
地
方
が
行
う
べ

き
だ
」
、
「
客
観
的
な
成
果
を
例
示
で
き
て
い
な
い
」
、
「
国
と
し
て
一
本
化
す
べ
き
だ
」
と
し
て
、
「
廃
止
」
と
判
定
さ
れ

た
。
本
来
、
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
田
舎
で
働
き
隊
」
、
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
従
来
の

個
別
補
助
金
を
廃
止
し
、
政
府
の
い
う
「
地
域
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
交
付
金
」
に
一
本
化
し
た
は
ず
の
事
業
で
あ
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
ま
た
収
斂
し
、
縮
小
す
る
こ
と
は
事
業
そ
の
も
の
の
存
在
が
無
き
に
等
し
い
の
で
は
な
い
か
。

一



「
食
と
地
域
の
交
流
促
進
対
策
交
付
金
」
は
、
集
落
等
の
取
組
に
対
し
て
国
か
ら
直
接
交
付
す
る
も
の
の
、
今
回
の
よ
う
に

国
の
消
極
的
な
対
応
が
、
各
自
治
体
の
姿
勢
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
、
国
の
制
度
は
民
間
を
後
押
し
す
る
こ

と
が
本
義
で
あ
り
、
現
政
府
の
姿
勢
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
考

え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
鳩
山
内
閣
当
時
の
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
け
る
文
部
科
学

省
の
予
算
を
事
業
仕
分
け
に
よ
っ
て
事
業
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
め
、
助
成
が
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
、
全
国
の
学
校
現
場

で
は
混
乱
し
た
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
子
ど
も
手
当
な
ど
の
「
バ
ラ
マ
キ
」
が
大
事
な
の
か
、
お
金
で
は
買
え
な
い
子
ど
も
た
ち
の
貴
重
な
「
体

験
」
が
大
事
な
の
か
、
野
田
内
閣
の
明
確
な
見
解
如
何
。

三

今
回
の
「
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」
に
お
い
て
、
「
食
と
地
域
の
交
流
促
進
対
策
交
付
金
」
が
「
廃
止
」
と
判
定
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
、
外
部
有
識
者
な
ど
を
含
む
仕
分
け
人
は
、
「
地
方
が
行
う
べ
き
だ
」
、
「
客
観
的
な
成
果
を
例
示
で
き
て

二



い
な
い
」
、
「
国
と
し
て
一
本
化
す
べ
き
だ
」
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
本
交
付
金
は
、
本

来
、
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
田
舎
で
働
き
隊
」
、
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
従
来
の
個
別

補
助
金
を
廃
止
し
、
政
府
の
い
う
「
地
域
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
交
付
金
」
に
一
本
化
し
た
は
ず
の
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
を

再
度
一
本
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

四
に
つ
い
て
、
政
府
の
い
う
「
地
域
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
交
付
金
」
と
は
、
「
政
府
に
と
っ
て
扱
い
や
す
い
交
付
金
」

で
は
な
い
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

一
〜
五
に
関
連
し
、
活
動
現
場
か
ら
の
声
と
し
て
、
「
活
動
の
効
果
や
意
義
が
現
場
に
浸
透
し
て
き
た
矢
先
に
、
ば
っ
さ

り
と
事
業
仕
分
け
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
と
て
も
痛
手
だ
。
」
と
い
う
声
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内

閣
の
見
解
如
何
。

七

一
〜
六
に
関
連
し
、
本
交
付
金
は
国
か
ら
直
接
交
付
す
る
も
の
の
、
今
回
の
よ
う
に
国
の
消
極
的
な
対
応
が
、
各
自
治
体

の
姿
勢
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と
分
析
し
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


